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自然再生全体構想案（参考資料） 
１．霞ヶ浦の概要（案） 
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日本の主な湖沼位置図 
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（２）首都圏と霞ヶ浦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 4

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 5

（３）霞ヶ浦の生い立ち 
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（４）霞ヶ浦の地形と気候 

流域の地形 
 霞ヶ浦の流域面積は、約 2,160km2とほぼ東京都の面積と同じ広がりをもっている。流域内には

紫峰と呼ばれ、北関東地域の象徴となっている筑波山(標高 876ｍ)を抱えているが、大半は平坦な
台地と湖岸や下流一帯に広がる低地から構成される。平坦な台地は、小野川、桜川、恋瀬川および、

鉾田川によって区分され、川に沿って低地が内陸に深く入り込んでいる。また、これらの河川の湖

の流入部には大きな入江が形成されている。台地はさらに、56 の小河川によって細かく刻まれ、
複雑な谷戸地形が発達している。 
 一方、霞ヶ浦の湖面は流域の約 10分の 1にあたる約 220km2と広く、水深は平均約 4.0mと極
端に浅い。また、湖盆は流域の最下流に位置しており、流域の水の大部分が集中する。このため、

流域で使用された水は再び湖に戻

るなど水の回帰率も高く、水資源

的には恵まれた構造となっている。

反面、一旦汚濁された水は流域と

湖を循環し、濃縮されやすい側面

も持っている。 
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（５）沿岸の暮らしと産業 
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人口と土地利用 

流域内の人口は約 96 万人で、約 44 年前に比

べて 1.5 倍に増加し現在も微増傾向が続いてい

る。人口密度は流域内全体で446人/km2となり、

首都圏内では比較的低密度な地域に属する。ま

た、土浦市、石岡市などの主要都市は霞ヶ浦上流

の沿岸に立地する。このため、霞ヶ浦の水質などは

上流側から都市化の影響を受けやすい構成となっ

ている。 

 近年では、筑波研究学園都市および、鹿島臨海

工業地帯などの整備が進み、霞ヶ浦周辺地域での

新たな都市の核が形成されつつある。さらに、新東

京国際空港や常磐自動車道、東関東自動車道、さ

らにはつくばエクスプレスの整備により東京との距

離が短縮されたことなどに伴い、流域内の地域構

成は大きく変容しつつある。 
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（６）霞ヶ浦の治水 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堤防が概成した。 

※Y.P.：Yedogawa Peilの略。旧江戸川河口の堀江にある量水標の零位を基準として水位を表す際の略記号。Y.P±0=T.P－0.840。 
 T.P.：Tokyo Peilの略。東京湾中等潮位。隅田川河口の霊岸島量水標で観測した結果から求めた平均潮位を T.P.±0 と定めている。 
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利根川下流・霞ヶ浦改修計画 
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（７）霞ヶ浦の利水 
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（８）水質保全対策 
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霞ヶ浦は「湖沼水質保全特別措置法」

に基づき。昭和 60 年 12 月 16 日に湖

沼指定となり、昭和62年 3月の第１期、

平成４年３月の第2期及び平成8年3月

の第 3 期水質保全計画の終了により平成

14 年 3 月 7 日に茨城、栃木、千葉県知

事は、「霞ヶ浦に係る第4期湖沼水質保全

計画」を策定し、関係機関の協議を経て

平成14年 3月 18日に公表しました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 流域の変遷と霞ヶ浦の環境（年表） 
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2 田村・沖宿・戸崎地区の歴史的変遷 

（１）霞ヶ浦湖岸の歴史的変遷 

霞ヶ浦の湖岸では、1918 年（大正 7年）から大規模干拓が始まるなど、第二次大戦以前か

ら改変が進んで来た。下図は干拓が始まる以前の 1903～1906 年（明治 36～39 年）測量の旧

版地形図である。これから霞ヶ浦湖岸の状況を読み取ると、ヨシ原(陸域)・ヨシ原(水域)、

砂浜が認められ、その分布には以下の傾向が認められる。 

・ヨシ原は、西浦では湾状の部分によく発達しているが、左岸の中央～下流では見られな

い。一方で、北浦ではほぼ全域で見られる。 

・砂浜は、ヨシ原のない西浦左岸に連続している他、西浦右岸と北浦下流に見られる。 

 

 

 

 

霞ヶ浦における過去（明治 36～39 年）の湖岸植生、砂浜の分布状況 

かつて砂浜が多く見られた範囲 

湾奥部ではかつて湖岸植生が多く見られた 

<出典>明治 36～39 年（1903～1906）測量、旧版地形図（1/5 万）に基づき作成 

西浦中岸 

西浦左岸 北浦左岸

北浦右岸 

西浦右岸
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  現在における霞ヶ浦の湖岸では、下図に示すよう

に、全湖岸延長の約 57％に及ぶ約 114km にわたっ

て、前面に植生等が無い。 

また、右図から分かるように、湖岸植生(抽水植

物、浮葉植物、沈水植物)の面積は昭和 40 年代に比

べ、大きく減少している。 

西浦では、前面に植生の無い湖岸が広く分布して

いる。特に西浦中岸及び左岸の上流部で顕著である。 

北浦では、ほとんどが前面に植生の無い湖岸とな

っており、植生の分布はまばらである。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S47,S53,S57：「霞ヶ浦の水生生物」、H16.3 桜井善雄、霞ヶ浦 

河川事務所編著 

H5：平成 5年度河川水辺の国勢調査、霞ヶ浦工事事務所 

H9：平成 9年度河川水辺の国勢調査、霞ヶ浦工事事務所 

H14：平成 14 年度河川水辺の国勢調査、霞ヶ浦工事事務所 

湖岸植生の面積の推移（西浦） 
＜出典＞

<脚注> 

※「水田」「樹林地」の分布は、 国土地理院地形図（1/50,000）の地図記号に基づき作成した。 

※植生帯の平均幅については、平成 14 年植生調査（平成 14 年度霞ヶ浦植物調査報告書）により作成した。 

<出典> 

※国土地理院地形図 1/50,000  玉造：平成 11 年修正・佐原：平成９年修正・潮来：平成 13 年修正・土浦：平成 14 年修正・鉾田：

現在の湖岸植生の状況 

西浦中岸 西浦左岸 北浦左岸

北浦右岸 

西浦右岸

（ha）
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（２）田村・沖宿・戸崎地区における湖岸の変遷 

田村・沖宿・戸崎地区における湖岸の変遷は、以下のように示される。 

湿地や植生帯などの多様な自然環境が連続した湖岸は、概ね昭和 40 年代頃まで見られ

ていたが、現在では植生帯の後退が進んでいる。 

 

 

・田村・沖宿・戸崎地区は、霞ヶ浦湾奥の中岸に位置し、かつて湖岸には湿地、幅のあ

る植生帯、複雑な水際線が分布し、西浦湾奥部の典型的な多様性の高い自然環境がみ

られた。 

・湖岸から台地にかけては、植生帯（ヨシ原）、水田、エンマ、斜面樹林などが連続し、

霞ヶ浦の代表的な環境要素を連続してみることができた地区でもある。 

・現在は、干拓や築堤、水質悪化等により植生帯（ヨシ原）の減少が進んだため、緩や

かな勾配をもつ連続した植生帯を認めることはできない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かつての田村・沖宿・戸崎地区（明治 14 年測量（1881 年）・明治 30 年修正（1897 年）迅速図） 

 

田村・沖宿・戸崎地区の湖岸の変遷 

植生帯とエンマ状の水路

水 田

斜面樹林

田村・沖宿・戸崎地区 
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○かつての湖岸と背後地の様子 

湖岸には湿地やヨシ等の植生帯が分布し、その

背後には水田・エンマ・樹林帯が連続する。 

出典：「霞ヶ浦早わかりマップ」霞ヶ浦問題協議会 

 

 

 

 

 

○湖岸の景観の変化 

 （上段） 

顕著な人工改変が行われる以前の植生が豊

かな湖岸。 

湖岸から台地にかけては、緩やかな勾配をも

つ植生帯（ヨシ原）、水田、エンマ、斜面樹林

などが連続する。 

（下段） 

人為的な地形改変と各種の施設が構築され

て人工化が進んだ湖岸。 

干拓や築堤、水質悪化等により植生帯（ヨシ

原）の減少が進み、連続した植生帯が損なわれ

た。 

 

○かつての湖岸の風景 

 

 

 

 

 

 

 
湖岸風景 (昭和 31年 旧出島村) 浅瀬でのしじみとり (昭和 30年 旧出島村) 

出展：「土浦・石岡・つくばの 100年」：赤根益男他編 



 

 

 

○ 田村・沖宿・戸崎自然再生地周辺の風景の変遷 

 

                       

 

 

 

上段：昭和５７年撮影、下段平成 16 年 11 月 

11.5km 地点 8.0km 地点 5.9km 地点 

※昭和 57年写真：「霞ヶ浦の水生植物 1972～1993変遷の記録」 桜井善雄、国土交通省霞ヶ浦河川事務所 編著

 平成 16年写真：事務局撮影 
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○空中写真による変遷

・昭和 22 年の水際には、干拓地付近を除いてヨシ等の植生帯が連続して見られ、複雑な水際

線が形成されていた。 

・現状では、一部に植生は見られるものの、植生は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田村・沖宿・戸崎地区の過去（昭和 22 年）の状況 

田村・沖宿・戸崎地区の現在（平成 15 年）の状況 



○ 地形図による変遷 ①昭和３４年湖沼図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     昭和３４年湖沼図（田村地区） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     昭和３４年湖沼図（沖宿・戸崎地区） 
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○ 地形図による変遷 ②昭和６１年地形分類図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      昭和６１年地形分類図（田村地区） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     昭和６１年地形分類図（沖宿・戸崎地区） 
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26 昭和 61 年地形分類図凡例 
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3 田村・沖宿・戸崎地区の現況 

（１）田村地区の現況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植生図 

対象地区及び周辺の現況 



  
28

（２）沖宿・戸崎地区の現況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

植生図 

対象地区及び周辺の現況 
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田村地区周辺：・矢板に囲まれた浚渫処理ヤードが存在する。また、かつては田村池も浚渫処理

ヤードとして利用されていた。 
・6.5k～6.8k 付近の浚渫処理ヤードの前面に、一部植生（ヨシ群落等）が分布する。 

沖宿干拓周辺：・干拓により沖出しされた護岸沿いには、植生はほとんど見られない。 
・湖岸前面に消波工が一部設置されている。 
・水深が深い 

沖宿地区周辺：・一部を除き、湖岸前面に消波工が設置されている。 
・護岸沿いにはある程度まとまった植生（ヨシ群落等）が分布する。 
・環境学習の場として利用されている。 

戸崎地区周辺：・直線化された護岸沿いには、ほとんど植生は見られない。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自然再生対象区域・各地区の特色 
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平成 14年 等深線測量（国土交通省霞ヶ浦河川事務所）

昭和 34 年 湖沼図（国土地理院） 

自然再生対象区域・各地区の特色 



○ 等深線図兼横断測線位置図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             等深線図兼横断測線位置図（田村地区） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             等深線図兼横断測線位置図（沖宿・戸崎地区） 
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○ 横断模式図 
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○ 横断図（昭和３４年と平成１４年の比較） 
 

Ａ－Ａ’断面 

 
 
 
 
 
 
 
Ｂ’－Ｂ’’断面 

 
 
 
 
 
 
 
Ｃ－Ｃ’断面 
 
 
 
 
 
 
 
Ｄ’-Ｄ’’断面 
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平成 14 年 等深線測量（国土交通省霞ヶ浦河川事務所）

昭和 34 年 湖沼図（国土地理院） 

※各断面位置は、横断位置図を参照 
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